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詳細はコチラ⬆

3月定例会での
議 案 審 議

議会を開催しました
【会期】2/17 ～ 3/25（37日間）
【市長提出議案】 予算関係 20 件
 条例関係 8 件
 規約変更 1 件
 契約締結 1 件
 契約変更 1 件
 道路の管理の方法 1 件
 市道認定・廃止 3 件
 人事関係 2 件
【議員提出議案】  1 件
【委員会提出議案】  1 件

所沢駅周辺で、まちなかのパブリックスペース※などを活用しながら官民
が連携して街づくりを進めるためのビジョンです。
※パブリックスペース……道路や空き地、公園のほか、民有地も
含んだまちなかの既存ストック

完成!「所沢駅周辺グランドデザイン」

ICT支援員導入事業

市長提出議案のおもな

 ココがポイント！

全ての議案を可決・同意しました

子どもたちの学びを支えます
（問合せ：教育センター　☎2923-2396）

議案第11号　令和4年度所沢市一般会計予算

事業費：7,293万円

令和2年度からGIGAスクール構想としてICT環境整備を加速しています。学校のICT化をさらに進め、学習環
境の整備や教員の負担を軽減するためICT支援員を学校に配置します。

事業概要事業概要

●配置人数：管理者1人、リーダー 1人、支援員8人
●期　　間：令和4年4月 ～ 令和5年3月
●内　　容：① 授業の時に児童生徒へのICT機器の操作を補助
　　　　　　② 教員にICTの活用を提案
　　　　　　③ 校内でのICT研修の支援
　　　　　　④ オンライン学習時のシステムサポート

管理者やリーダーはどのような仕事をするのか。問

答 管理者は事業計画やプロジェクトの進捗状況、課題管理等のマネジメント業務を担当し、リーダーは支援員
の育成・支援・指導、学校への訪問スケジュールの調整を行います。
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所沢駅西口地区まちづくり事業

 ココがポイント！

ひととまちの未来を想う
（問合せ：所沢駅西口区画整理事務所　☎2903-8011）

議案第11号　令和4年度所沢市一般会計予算

事業費：1億1,140万8千円

所沢駅西口地区を市の表玄関にふさわしい魅力と活力あるまちを創出するため、
所沢駅周辺の回遊性を高める歩行者動線の設計や工事を行います。

現状の駅前広場の課題

駅前広場に求められる新たな視点

□✓ 交通空間が広く、多くの一般車が進入　　　　　□✓ 滞留空間や交流空間等が不足している
□✓ 一般車と公共交通機関が入り混じり危険　　　　□✓ 歩行者と商店街からの配送車が交錯している
□✓ 喫煙所付近の歩行者動線が妨げられている

①　駅まちデザイン　 ➡　 駅、駅前広場、周辺街区を連続する空間として一体的に
②　居心地が良く、歩きたくなるまちなか　 ➡　 ウォーカブルなひと中心の空間へ
③　ニューノーマル　 ➡　 多様な働き方・暮らし方に対応（ゆとりある屋外空間等）

どうする？　駅まち空間の方向性 だれでも使いやすい空間を!

市の顔である所沢駅西口駅前広場の整備をどのように進めていくのか。問

答 駅前に求められる要素のうち、どれを中心に進めていくか、利用する市民や一般車・公共交通等を含め、駅前広場
のあり方について、様々な案を所沢駅周辺まちづくり連絡協議会に提案し、整備の方向性を見いだしたいと思います。

知っていますか　所沢駅周辺で進められている事業

さらに深読み

ファルマン通り
交差点改良事業
　　（延長）約 350m
（施行期間）H26～ 　　（面積）約 0.6ha

（施行期間）H24～

　　（延長）約 780m
（施行期間）R2～

所沢駅西口北街区
第一種市街地再開発事業
　　　　　　【組合施行】
　　（面積）約 0.6ha
（施行期間）H28～

　　（面積）約 8.5ha
（施行期間）H27～

R6 完成予定

広域集客型商業施設計画
【民間事業】

所沢駅西口土地区画整理事業
【市施行】

都市再生整備計画事業
（所沢駅周辺歩行者
　　ネットワーク整備）
ペデストリアンデッキ
　（施行期間）R2～

都市計画道路
　所沢駅ふれあい通り線
　　　　　　 【市施行】

・所沢駅改良工事
・所沢駅東口ビル計画
　　（グランエミオ所沢）
　　　　　　【民間事業】
（店舗面積）約 18,500㎡
　　　　　　　 R2完了

所沢東町地区
第一種市街地再開発事業
　　　　　　【組合施行】
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木質化改修の
アンケートより

平成30年に木質化改修した中央中学校

中学校校舎内部改修（木質化）事業

 ココがポイント！

やすらぎとぬくもりを感じて
（問合せ：教育施設課　☎2998-9235）

議案第11号　令和4年度所沢市一般会計予算

事業費：490万1千円

市内中学校は、築後40年以上経っているものが多く、校舎内は老朽化が進んでいます。このため、老朽化対策を
行い、木材を活用して適度な湿度を保つなど、温かみとうるおいのある学習環境をつくります。

対象施設：南陵中学校 〈実施スケジュール〉 令和4年度：基本設計・実施設計業務委託
  令和5年度：校舎3・4階の木質化改修
  令和6年度：校舎1・2階の木質化改修

工事の進め方

建物を計画的に管理して、できるだけ長く
安全に有効活用することで、建設してから
解体・撤去までの費用の縮減を図ります。

市民のやすらぎとぬくもりのある健康的で快適な空間を作
ること、循環型社会の構築、地球温暖化の防止や林業・木
材産業の振興、森林の整備を進めます。

公共施設長寿命化計画 公共建築物における木材の利用の促進に関する方針

木のぬくもりを感じ、築後80年経っても安心して使い続けられる学校に生まれ変わる!

木質化して変わること
湿度調節 木は湿気を調節する効果があり、床の結露を防止

エコロジー 夏は蒸し暑さが和らぎ、冬は暖房効果が長く続く

過ごしやすさ ストレス緩和・集中力が高まる

さらにポイント!

あわせて読みたい

学校だけじゃない!?身近にあります、木造化・
木質化や県産木材を使用した市有施設はコチラ➡

校舎内装木質化事業
検証結果の詳細はコチラ➡

市議会だより第182号
P.4「教育環境の向上・地球
温暖化防止のために」➡

今後は小学校も木質化するのか。問

答 財政状況や優先度を検討した結果、思春期を迎える子どもたちに対して、ストレス緩和に効果がある木質
化改修を実施することが望ましいと考え、まずは中学校を優先的に行っていくことになりました。

香りが良くなった 集中力が高まった

明るく、温かみを感じる
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中　島　　秀　行　氏（向陽町／新任）

議員提出議案
議員提出議案第1号

　ロシア連邦（以下、ロシアという。）によるウクライナへの侵攻は、国際社会の平和と安全を著しく損なう、断じ
て容認することができない暴挙であり、ウクライナに拠点を持つ日本企業をはじめ、現在在留邦人は緊迫した状況の
なか、安否対応に追われる等、厳しい状況におかれている。
　このような力を背景とした、一方的な現状変更への試みは明白な国際法違反であり、国際秩序の根幹を揺るがすも
ので断じて看過できない。
　所沢市は、平和な世界を確立するとともに未来に向かって平和な社会を築くことを目的として「所沢市平和都市宣
言」を制定しており、ここに所沢市議会は、ロシアに対し、一連のウクライナへの軍事侵攻に厳重に抗議するもので
ある。政府においては、現在在留邦人の安全確保に努めるとともに、国際社会と緊密に連携しつつ、毅然たる態度で
ロシアに対して制裁措置の徹底及び強化を図るよう要請し、即時無条件でのロシア軍の完全撤退を強く求める。

委員会提出議案

人事関係

委員会提出議案第1号

議案第36号　　教育委員会教育長任命の同意を求めることについて

　平成21年3月に、所沢市議会基本条例が施行され、これまでも、所沢市議会では開かれた議会を目指し、市民参加
や市民との連携に努めてまいりました。また、改選時に議会基本条例の見直しや議会事業評価を毎年実施し、改善に
努めているところでもあります。
　平成28年の改正から、6年の歳月が経過する中、新たな感染症により議会運営の見直しが迫られるなど、状況は刻
一刻と変化しています。
　議会改革に関する特別委員会では、そうした点も踏まえ改正に向けた協議、審査を進めてきました。
　条例制定時と同様に、議会の総意として規定することを旨とし、改正することとしたものです。

教育委員会教育長の任命に同意

議案第37号　　公平委員会委員選任の同意を求めることについて

公平委員会委員の選任に同意

ロシア連邦によるウクライナへの侵攻に断固抗議する決議

所沢市議会基本条例の一部を改正する条例制定について

吉　川　　哲　夫　氏（東京都東村山市／再任）
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　歩きたくなるまちの形成や、エコタウン所
沢の推進などの提案は「持続可能なマチづく
り調査研究事業」や「パブリック空間創出・
利活用推進事業」などが計上されており、成
果に期待する。所沢の未来のまちを描き、創
り出していく「街づくり計画部」がその陣頭
指揮を取り、“自分たちのまちは自分たちで
作る”という気概をもった、そのような事業
の第一歩となることを大いに期待する。

　南陵中学校は老朽化などの理由による建
て替えを検討してほしいと提案していた。
残念ながら、校舎の建て替えはかなわなか
ったが、老朽化した校舎の内部改修（木質
化）を当然行わなければならないと考える。
今後は、南小学校等の改修、また久米に公
園を設置する等、児童生徒の成長に必要な
ことが実現されることを求める。

　コロナ禍で公務労働に携わる職員不足の
深刻さが明らかになった。これまで人件費
抑制を理由に、事業の民間委託や現業職不
補充をしてきたが、働き方改革で民間委託
の人件費も右肩上がりである。市民生活を
支える職員の育成のためにも、若い世代の
現業職員を採用することは市民の財産とも
なり、新たな雇用創出につながる。

ギカイ
の視点

賛成 賛成 反対

　令和4年度の予算は昨年度と比較して約
12億円と大幅に増加している。これは、高
齢者人口の増加に伴うものであり、全国的
な課題である。介護保険施設における負担
限度額の見直しが行われるが、高齢化が進
む中で、必要なサービスを必要な方に提供
できるようにしつつ、負担の公平性と制度
の存続を考えた場合、一定以上の収入があ
る方に負担を求めることはやむを得ない。

　特定入所者介護サービス費の見直しは全
国統一のものであり、サービス費を充実す
ることは介護保険料の上昇を招く恐れがあ
る。当市では、低所得者の1割利用者負担
分に対し、一部の助成をする負担軽減措置
がある。給付と負担のバランスを考え、今
回の見直しはやむを得ない。

　昨年8月から施設入所者やショートステイ
利用者の食費が2倍（650円から1,360円）
になった。その結果、影響額は約3,031万
3千円であり、コロナ禍で所得の少ない高
齢者への負担増は命に関わるものであり、
国の制度改正であっても市独自の支援策を
求める。

賛成 賛成 反対

　今後、後期高齢者が増加する中で、医療費
も増加することは確実に見込まれ、医療費
の増加により現役世代への負担がますます
増加することが予想される。過度な現役世
代への負担は、生産性を阻害することにな
る。後期高齢者の負担が増えることは痛み
を伴うものではあるが、国・県の統一的な見
直しであり、制度の存続のため保険料率の
見直しや、窓口負担の増加はやむを得ない。

　令和4年度から団塊の世代が後期高齢者
医療に加入するため、今後、更に医療費が
増え、現役世代の負担が上昇することが見
込まれる。そのため、今回の予算は世代間
の負担の見直しを受けたものと理解できる。
特例として、外来受診の自己負担額の増加
を月3,000円に抑えるという一定の配慮も
ある。

　保険料引上げにより全ての加入者に1人
当たり3,401円の負担増で、その影響額が
総額で約1億7,000万円である。相次ぐ負
担増で高齢者の年金収入は減少し続け、保
険料の法定軽減を受けている加入者は
28,755人と全体の約6割を占めており、高
齢者への新たな負担は当事者や子どもたち
の負担になる。

賛成 賛成 反対

一
般
会
計
予
算

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

－議案に　賛成・　　　します－反対反対

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　果
 第 1 号 令和3年度所沢市一般会計補正予算（第12号）
 第 2 号 令和3年度所沢市交通災害共済特別会計補正予算（第1号）
 第 3 号 令和3年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計補正予算（第3号）
 第 4 号 令和3年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計補正予算（第2号）
 第 5 号 令和3年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算（第4号）
 第 6 号 令和3年度所沢市介護保険特別会計補正予算（第2号）
 第 7 号 令和3年度所沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
 第 8 号 令和3年度所沢市水道事業会計補正予算（第2号）
 第 9 号 埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について
 第 10 号 所沢駅西口・電線共同溝整備工事（その3）請負契約締結についての一部変更について

予　　算

総務経済 可　　決建設環境

原案可決

令和4年3月定例会　審議結果 徹底
審議

市長提出議案（37件）

青木議員 大石議員 小林議員
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委員会提出議案（1件）

第 1 号
第 11 号
第 16 号
第 17 号

自由民主党・
無所属の会

入
沢　
　
豊

大
石　
健
一

石
原　
　
昂

佐
野　
允
彦

平
井　
明
美

小
林　
澄
子

城
下　
師
子

矢
作
い
づ
み

越
阪
部
征
衛

松
本　
明
信

中　
　
毅
志

青
木　
利
幸

粕
谷
不
二
夫

石
本　
亮
三

島
田　
一
隆

長
岡　
恵
子

末
吉
美
帆
子

天
野　
　
敦

村
上　
　
浩

福
原　
浩
昭

西
沢　
一
郎

亀
山　
恭
子

川
辺　
浩
直

植
竹　
成
年

秋
田　
　
孝

中
村　
　
太

浅
野
美
恵
子

大
舘　
隆
行

谷
口　
雅
典

杉
田　
忠
彦

荻
野　
泰
男

市民クラブ未来

議案番号

至誠自民クラブ 公明党 日本共産党立憲民主党・
無所属の会

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

×
×

議員別賛否一覧 議案に対する、各議員の賛否を表示しています。 賛成：○　　反対：×

（
議
長
）

議員提出議案（1件）

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　果
 第 11 号 令和4年度所沢市一般会計予算
 第 12 号 令和4年度所沢市交通災害共済特別会計予算
 第 13 号 令和4年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計予算
 第 14 号 令和4年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計予算
 第 15 号 令和4年度所沢市国民健康保険特別会計予算
 第 16 号 令和4年度所沢市介護保険特別会計予算
 第 17 号 令和4年度所沢市後期高齢者医療特別会計予算
 第 18 号 令和4年度所沢市水道事業会計予算
 第 19 号 令和4年度所沢市下水道事業会計予算
 第 20 号 令和4年度所沢市病院事業会計予算
 第 21 号 所沢市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例及び所沢市職員の育児休業等に関する条例の
  一部を改正する条例制定について
 第 22 号 所沢市非常勤の特別職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定について
 第 23 号 所沢市非常勤の特別職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する
  条例制定について
 第 24 号 所沢市立児童館設置及び管理条例の一部を改正する条例制定について
 第 25 号 所沢市自転車駐車場条例及び所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理事業施行に関する条例の
  一部を改正する条例制定について
 第 26 号 所沢市消防団条例の一部を改正する条例制定について
 第 27 号 所沢市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定について
 第 28 号 所沢都市計画事業狭山ケ丘駅東口土地区画整理事業施行に関する条例を廃止する条例制定について
 第 29 号 所沢市第2一般廃棄物最終処分場（やなせみどりの丘）建設工事請負契約締結について
 第 30 号 所沢市と新座市の路線が重複する部分の道路の管理の方法について
 第 31 号
 ～ 市道路線の認定について
 第 32 号
 第 33 号 市道路線の廃止について
 第 34 号 令和3年度所沢市一般会計補正予算（第13号）
 第 35 号 令和4年度所沢市一般会計補正予算（第1号）
 第 36 号 教育委員会教育長任命の同意を求めることについて
 第 37 号 公平委員会委員選任の同意を求めることについて

建設環境

予　　算

総務経済

健康福祉

建設環境

同意する

原案可決

総務経済

建設環境 可　　決

̶

原案可決

議案番号 議　案　件　名 結　果
 第 1 号 ロシア連邦によるウクライナへの侵攻に断固抗議する決議 原案可決

委員会提出議案（1件）請　　願（2件）
番　　号 議　案　件　名 結　果

 第 1 号 国に対し「一定の期間を定めて、消費税をゼロにする意見書」の提出を求める請願書
 第 2 号 国に「消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制度）中止の意見書」提出を求める請願書 審査未了※

委員会提出議案（1件）委員会提出議案（1件）
議案番号 議　案　件　名 結　果

 第 1 号 所沢市議会基本条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

※審査未了……会議に上程された議案や請願等が会期中に議決されなかったときは、次の会議に持ち越さないことが地方自治法第 119 条に規定されています。
　　　　　　　請願第1号と請願第2号は議決に至らず審査未了となりました。
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至誠自民
クラブ

浅野　美恵子

自由民主党・
無所属の会
大石　健一

市民クラブ
未来

松本　明信

公明党
植竹　成年

議
員
が
自
身
の
政
策
提
案
も
含
め
て
、
市
に

対
し
て
考
え
を
聞
く
の
が
一
般
質
問
で
す
。

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
が
き
っ
と

あ
り
ま
す
。

※
各
議
員
の
1
項
目
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
す
べ
て
の

質
問
項
目
お
よ
び
動
画
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

議
員
が
聞
い
た
！

質
疑
及
び

一
般
質
問

南
小
学
校
周
辺
の
久
米
地
域
に

　
　
　
新
た
な
公
園
の
設
置
を

施
政
方
針
で
の

保
健
所
設
置
の
再
検
証
につい
て

所
沢
の
ま
ち
づ
く
り
に

ス
ポ
ー
ツ
の
力
を

よ
り
よ
い
教
育
環
境
の
構
築
を

⬆動画はコチラ

Ｑ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め

新
た
な
連
携
や
取
り
組
み

を
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る

が
。A

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

契
機
に
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
関
心
が
高
ま
り
、
新
し
い

ス
ポ
ー
ツへの
期
待
も
広
がっ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
が

手
軽
に
で
き
る
モ
ル
ッ
ク　

な
ど
の
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
は
、
市
民
体

育
館
が
ナ
シ
ョナ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
競
技
別
強
化

拠
点
施
設
と
し
て
指
定
を
受

け
て
お
り
、
今
後
も
日
本
ゴ

ー
ル
ボ
ー
ル
協
会
と
連
携
し

な
が
ら
、
本
市
ゆ
か
り
の
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
普
及
啓
発
し

て
い
く
と
と
も
に
、
今
後
も

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

市
民
が
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
に

ふ
れ
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い

く
。

Ｑ
施
政
方
針
で
保
健
所
の

設
置
を
再
検
証
す
る
と
述
べ

て
い
る
が
、
本
市
が
自
ら
設

置
す
る
こ
と
を
再
検
証
す
る

の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

組
織
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行

う
の
か
、
市
長
の
見
解
は
。

A
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
経
験
か
ら

将
来
ど
の
よ
う
な
対
策
や
備

え
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
備

え
は
ど
の
よ
う
に
す
る
こ
と

が
よ
り
よ
い
の
か
な
ど
、
総

合
的
に
ゼ
ロベ
ー
ス
か
ら
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

って
い
る
。
現
在
は
第
6
波

で
感
染
拡
大
の
真
った
だ
中

で
あ
り
、
県
と
保
健
所
と
市

が
一
体
と
な
って
対
応
に
全

力
を
尽
く
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に

一
定
の
収
束
が
み
ら
れ
た
段

階
で
再
検
証
を
行
い
た
い
と

考
え
てい
る
。

Ｑ
南
小
学
校
の
児
童
数
は

約
8
6
0
人
で
市
内
で
2
番

目
に
児
童
数
が
多
い
学
校
に

な
った
。
久
米
地
域
に
新
た

な
公
園
を
設
置
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
る
が
。

A
公
園
整
備
は
、「
み
ど
り

の
基
本
計
画
」
に
お
け
る
都

市
公
園
の
整
備
方
針
を
基
本

と
し
て
お
り
、
身
近
な
公
園

と
大
規
模
な
公
園
に
大
別
し

公
園
の
充
足
状
況
や
地
域
バ

ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る
と
と
も
に

自
然
特
性
な
ど
地
域
資
源
を

活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

久
米
地
域
は
、
市
域
全
体
の

中
で
み
る
と
公
園
の
充
足
率
が

低
い
地
域
だ
と
認
識
し
て
い
る

が
、
公
園
用
地
の
確
保
は
、
面

積
や
立
地
な
ど
の
条
件
に
適
し

た
用
地
の
選
定
、
地
権
者
や

近
隣
住
民
の
理
解
、
協
力
な

ど
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

公
園
の
設
置
に
は
、
財
政
状

況
も
勘
案
す
る
な
ど
総
合
的

に
判
断
し
てい
く
。

Ｑ
今
後
、
学
校
生
活
が
元

に
戻
る
と
い
う
と
き
に
、
コ

ロ
ナ
禍
の
取
組
を
一
過
性
の

特
別
な
対
応
と
位
置
付
け

る
の
か
、
こ
れ
ま
で
の
学
校

生
活
に
戻
す
の
か
、
新
た
な

学
校
教
育
の
あ
り
方
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
教

育
長
の
見
解
は
。

A
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
多

く
の
活
動
が
制
限
さ
れ
た
が

こ
れ
ま
で
の
学
校
生
活
を
見

直
す
機
会
に
も
な
っ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
学
校

生
活
が
元
に
戻
る
状
態
を
思

い
描
き
、
一
つ
ひ
と
つ
の
取

組
の
ね
ら
い
や
意
義
に
立
ち

返
り
、
元
通
り
に
行
って
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
工
夫
し
た

新
た
な
形
を
継
続
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
も
の
を
精
査
し

て
、
よ
り
よ
い
教
育
の
構
築

を
目
指
す
こ
と
が
大
事
で
あ

る
と
考
え
てい
る
。

地面に立て並べられた複数の木のピンをめがけてモルックという木の棒を投げ、獲得した点数を競うフィンランド発祥のスポーツです。
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至誠自民
クラブ
秋田　孝

公明党
亀山　恭子

至誠自民
クラブ
中村　太

立憲民主党・
無所属の会
島田　一隆

市民クラブ
未来

越阪部征衛

至誠自民
クラブ

荻野　泰男

Ｑ
地
域
別（
11
の
行
政
区
）

で
の
、
人
を
中
心
に
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
取
組
は
。

A
人
を
中
心
に
し
た
ま
ち

づ
く
り
と
は
、
人
が
歩
き

人
が
憩
え
、
人
と
楽
し
む

出
会
い
を
大
事
に
し
た
ま
ち

づ
く
り
、
人
と
自
然
と
の
調

和
、
支
え
合
い
や
工
夫
な
ど

人
間
力
を
信
じ
た
社
会
で
い

く
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
た

も
の
で
あ
る
。
今
年
度
よ
り

プロ
ジェク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
、
分
野
横
断
的
に
全

庁
的
な
検
討
を
行
って
い
く
。

公
共
空
間
の
利
活
用
や
コ
ン

パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク　
の
街
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
に
当
た
り
、
市
民

と
連
携
し
、
地
域
力
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
地

域
の
特
長
を
生
か
し
た
愛
着

の
持
て
る
人
を
中
心
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
てい
る
。

①医療・福祉・商業施設や住居等がまとまって立地している。　②高齢者をはじめとする住民が自家用車に過度に頼ることなく公共交通により、
これらの生活利便施設にアクセスできる。　③日常生活に必要なサービスや行政サービスが住まいなどの身近に存在しているという考え方です。

Ｑ
今
ま
で
ど
お
り
の
教
育

で
は
対
応
が
難
し
い
時
代
に

な
って
き
て
お
り
、
社
会
も

目
ま
ぐ
る
し
い
ス
ピ
ー
ド
で

変
化
し
て
い
る
。
不
登
校
問

題
が
起
き
た
場
合
、
学
年

ご
と
に
全
て
の
担
任
が
全
て

の
児
童
生
徒
に
目
を
配
り
対

応
す
る
全
員
担
任
制
が
適

し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
教

育
長
の
見
解
は
。

A
本
市
で
は
、
学
級
担

任
制
を
基
本
に
、
授
業
や
特

別
活
動
、
給
食
・
清
掃
指

導
な
ど
様
々
な
教
育
活
動
に

お
い
て
、
組
織
全
体
で
児
童

生
徒
に
目
を
配
り
、
支
援
や

指
導
を
行
って
い
る
。
児
童

生
徒
の
実
態
や
教
職
員
の
特

性
を
生
か
し
た
上
で
、
学
年

担
任
制
や
一
部
教
科
担
任

制
を
実
施
し
て
い
る
学
校
も

あ
る
。
今
後
も
国
や
県
の
動

向
を
注
視
し
つつ
、
効
果
的

な
指
導
が
児
童
生
徒
に
行
え

る
よ
う
研
究
し
てい
く
。

Ｑ
西
所
沢
駅
西
口
改
札
口

開
設
事
業
は
、
令
和
3
年

と
令
和
4
年
の
施
政
方
針
で

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
こ
と

を
述
べ
て
い
る
が
、
鉄
道
事

業
者
と
の
協
議
に
当
た
り

何
か
秘
策
は
あ
る
の
か
。
市

長
の
見
解
は
。

A
西
口
の
開
設
に
向
け
て

は
、
西
所
沢
駅
西
口
改
札

口
開
設
期
成
会
を
は
じ
め
と

し
た
地
域
の
皆
さ
ん
が
長
ら

く
活
動
さ
れ
て
お
り
、
自
ら

土
地
な
ど
を
提
供
し
て
く
れ

た
方
々
も
い
る
の
で
、
こ
う

し
た
皆
さ
ん
の
思
い
を
込
め

て
、
鉄
道
事
業
者
と
市
が
協

力
し
合
い
な
が
ら
西
口
の
開

設
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
進
め

て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
残
念

な
が
ら
秘
策
や
奇
策
と
い
っ

た
も
の
は
な
い
。
西
口
の
開

設
を
待
ち
望
ん
で
い
る
方
々

の
思
い
が
相
手
方
に
も
十
分

伝
わ
る
よ
う
、
引
き
続
き
協

議
し
てい
く
。

Ｑ
今
後
の
リ
ス
ク
回
避
を

考
え
、
出
資
比
率
を
下
げ

る
べ
き
で
は
。
ま
た
、
と
こ

ろ
ざ
わ
未
来
電
力
の
完
全
民

営
化
は
ど
う
考
え
てい
る
か
。

A
と
こ
ろ
ざ
わ
未
来
電
力

は
、
環
境
に
や
さ
し
い
電
力

の
利
用
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
促
進
を
市
域
に

広
め
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市

が
進
め
る
持
続
可
能
な
地
域

社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
も

の
で
あ
り
、
出
資
比
率
の
引

き
下
げ
は
、
現
時
点
で
は
考

え
て
い
な
い
。
今
後
、
と
こ

ろ
ざ
わ
未
来
電
力
が
成
長
し

再
エ
ネ
の
普
及
に
係
る
地
域

の
核
と
な
り
、
多
く
の
市
内

事
業
者
の
参
画
や
出
資
、
地

域
の
方
々
の
信
頼
と
愛
着
が

ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
た

と
き
、
結
果
と
し
て
出
資
比

率
を
引
き
下
げ
る
な
ど
の

市
の
関
与
が
下
が
っ
て
い
く

方
向
に
働
け
ば
、
本
事
業
の

望
ま
し
い
一
つ
の
形
で
あ
る
。

Ｑ
栃
木
県
で
は
、
A
I
を

活
用
し
た
自
動
運
転
バス
の

実
用
化
を
目
指
し
て
、
実

証
実
験
「
県
A
B
C
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
交

通
の
課
題
を
調
査
し
てい
る
。

県
内
で
も
自
動
運
転
バス
に

取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
が

あ
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

A
自
動
運
転
バス
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
先
進
自
治
体

の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら

視
察
を
行
い
、
研
究
を
進
め

て
い
る
。
マ
チ
ご
と
エコ
タ
ウ

ン
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
観
点

か
ら
、
化
石
燃
料
を
使
用
し

な
い
車
へ
の
転
換
と
併
せ
て

本
市
で
も
自
動
運
転
の
導

入
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い

く
と
と
も
に
、
自
動
運
転
の

開
発
状
況
を
注
視
し
、
機

を
見
て
敏
に
、
実
証
実
験
の

実
施
機
会
も
捉
え
て
い
き
た

い
。

Ｑ
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
が
再
開
さ
れ
る
可
能
性
は

な
い
の
か
。
ま
た
、
陸
上
競

技
の
環
境
整
備
や
機
会
の
確

保
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

考
え
な
の
か
。

A
同
様
の
大
会
を
再
開

す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
に

あ
る
が
、
小
学
生
は
ブ
ロッ

ク
別
親
善
体
育
大
会
や
小

学
校
駅
伝
競
走
大
会
な
ど

中
学
生
は
中
学
校
体
育
連

盟
が
主
催
す
る
通
信
陸
上

競
技
大
会
、
学
校
総
合
体

育
大
会
、
新
人
兼
県
民
総

合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
陸
上

競
技
に
参
加
す
る
機
会
を
継

続
し
て
い
く
。
ま
た
、
所
沢

市
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
（
通
称
：
早
稲
田
ク
ラ

ブ
2
0
0
0
）
で
は
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き

る
陸
上
競
技
種
目
が
あ
り

同
ク
ラ
ブ
と
連
携
、
協
力
し

な
が
ら
陸
上
競
技
の
情
報
発

信
に
努
め
てい
く
。

自
動
運
転
バス
の

　
　
実
用
化
に
向
け
た
取
組
を

人
を
中
心
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

児
童
生
徒
の
学
び
を
保
証
す
る
た
め
に

全
員
担
任
制
の
導
入
を

と
こ
ろ
ざ
わ
未
来
電
力
への

出
資
比
率
の
見
直
し
を

陸
上
競
技
の
環
境
整
備
や

機
会
の
確
保
を

（
議
案
第
11
号
）

西
所
沢
駅
西
口
改
札
口
開
設
事
業
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自由民主党・
無所属の会
佐野　允彦

日本共産党
小林　澄子

日本共産党
平井　明美

日本共産党
矢作いづみ

至誠自民
クラブ

杉田　忠彦

立憲民主党・
無所属の会
末吉美帆子

Ｑ
市
長
は
、
保
健
所
の
設

置
を
総
合
的
に
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

か
ら
再
検
証
す
る
と
言
って

い
る
が
、
設
置
に
は
4
、
5

年
か
か
る
。
県
に
対
し
て
市

の
意
向
を
伝
え
る
こ
と
や

設
置
に
向
け
て
動
き
出
し
た

場
合
、
具
体
的
な
支
援
策
の

協
議
が
必
要
で
は
ない
か
。

A
保
健
所
の
設
置
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
一
定
の
収

束
が
見
ら
れ
た
段
階
で
再
検

証
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
、
そ
の
際
に
は
、
県

と
協
議
し
て
い
く
。
ま
た

中
核
市
も
し
く
は
保
健
所

政
令
市　
を
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
に
な
っ
た
場
合
は
、
県

の
支
援
策
と
し
て
、
移
管
さ

れ
る
様
々
な
事
務
を
行
う
た

め
に
必
要
な
専
門
職
の
派
遣

な
ど
の
人
的
支
援
が
受
け
ら

れ
る
と
聞
い
てい
る
。

中核市になると、保健所は必ず設置することになります。保健所政令市の指定を受けた市は、保健所を設置することができます。

Ｑ
令
和
4
年
度
の
国
民
年

金
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
額
は
、
令
和
3
年
度
か
ら

0
・
4
％
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

制
度
を
広
く
周
知
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

A
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
制
度
は
、
公
的
年
金

な
ど
の
所
得
が
一
定
基
準
額

以
下
の
方
に
、
生
活
支
援
の

た
め
、
国
が
年
金
に
上
乗
せ

し
て
支
給
す
る
も
の
で
あ
る
。

制
度
の
周
知
は
、
国
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案
内
し
て
い

る
ほ
か
、
年
金
機
構
で
は

老
齢
基
礎
年
金
の
新
た
な

受
給
対
象
者
に
郵
送
で
個

別
に
制
度
の
案
内
を
し
て
い

る
。
ま
た
、
給
付
金
の
受
給

対
象
者
で
あ
り
な
が
ら
、
未

だ
手
続
を
行
って
い
な
い
方

に
も
個
別
に
案
内
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
十
分
な
周
知
が

行
わ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

Ｑ
福
祉
政
策
と
防
災
計
画

を
ド
ッキ
ン
グ
さ
せ
る
た
め
、

条
例
な
ど
上
位
概
念
と
し
て

の
指
針
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
。A

第
3
次
地
域
福
祉
計

画
で
は
、
基
本
施
策
の
一
つ

に
「
災
害
時
等
の
安
心
・
安

全
の
仕
組
み
づ
く
り
」と
し
て

防
災
に
関
す
る
施
策
を
位
置

付
け
、
緊
急
時
・
災
害
時
に

備
え
た
顔
の
見
え
る
関
係
づ

く
り
を
す
で
に
進
め
てい
る
。

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際

に
は
、
こ
ど
も
と
福
祉
の
未

来
館
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
こ

と
が
地
域
防
災
計
画
に
も
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か

避
難
行
動
要
支
援
者
に
お
け

る
個
別
避
難
計
画
の
策
定
に

お
い
て
も
、
福
祉
的
な
視
点

も
取
り
入
れ
な
が
ら
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
防
災
と

福
祉
は
常
に
密
接
に
連
携
を

図
りつつ
取
り
組
ん
でい
る
。

Ｑ
未
就
学
児
の
均
等
割
が

5
割
免
除
と
な
る
が
、年
齢

を
拡
大
し
、全
て
の
子
ど
も
た

ち
を
対
象
と
し
て
全
額
免
除

を
進
め
る
べき
だ
と
考
え
る
が
。

A
子
ど
も
に
係
る
均
等
割

保
険
税
の
軽
減
制
度
の
拡
充

は
、
令
和
3
年
11
月
19
日
に

行
わ
れ
た
、
全
国
の
市
町
村

長
と
国
保
関
係
者
が
一
堂
に

会
す
る
国
保
制
度
改
善
強

化
全
国
大
会
に
お
い
て
、
国

へ
の
要
望
事
項
の
一
つ
と
し

て
満
場
一
致
で
決
議
さ
れ
て

い
る
。
市
と
し
て
も
、
国
保

制
度
改
革
が
実
効
性
の
あ
る

も
の
と
な
る
よ
う
、
公
費
投

入
を
確
実
に
実
行
し
、
財
政

支
援
の
拡
充
に
よ
り
、
財
政

基
盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
を

全
国
市
長
会
を
通
じ
て
国
に

要
望
し
て
き
た
。
今
後
も
引

き
続
き
、
様
々
な
財
政
支
援

を
講
じ
る
よ
う
、
機
会
を
捉

え
て
国
に
求
め
てい
く
。

Ｑ
学
級
閉
鎖
の
際
に
、
オ

ン
ラ
イ
ン
を
積
極
的
に
活
用

す
る
機
会
だ
と
考
え
る
が
。

A
通
常
の
授
業
で
は
、大

型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
端
末
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
で
、課

題
を
提
示
す
る
授
業
や

児
童
生
徒
が
意
見
交
流
を

行
う
こ
と
の
で
き
る
ア
プ
リ

を
活
用
し
た
授
業
を
行
って

い
る
。
学
級
閉
鎖
時
の
児
童

生
徒
に
対
し
て
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
ド
リ
ル
で
の
自
主
学
習

や
授
業
支
援
ア
プ
リ
を
用
い

て
教
員
か
ら
課
題
配
信
と
児

童
生
徒
か
ら
の
課
題
提
出
を

行
っ
て
い
る
。
教
員
の
問
い

か
け
に
対
し
て
、
児
童
生
徒

が
自
分
の
考
え
を
示
す
、
発

言
す
る
な
ど
の
双
方
向
型
の

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
進
め
て

い
る
学
校
も
あ
る
。
ま
た

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
健
康
観
察

や
一
日
の
課
題
の
確
認
な
ど

学
習
以
外
の
場
面
の
活
用
も

効
果
的
に
進
ん
で
い
る
。

Ｑ
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
男

女
混
合
名
簿
の
使
用
が
実
現

し
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
の

導
入
予
定
や
期
待
さ
れ
る

効
果
は
。

A
こ
れ
ま
で
も
男
女
混
合

名
簿
や
男
女
別
名
簿
を
含
ん

だ
多
く
の
名
簿
を
、
目
的
に

応
じ
て
作
成
、
使
用
し
て
き

た
が
、
近
年
の
男
女
共
同
参

画
や
多
様
で
豊
か
な
性
の
あ

り
方
を
大
切
に
し
てい
く
考
え

方
を
、
よ
り
一
層
反
映
し
て

い
く
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
性

別
に
よ
ら
な
い
男
女
混
合
の
学

級
名
簿
の
導
入
を
校
長
会
が

中
心
と
な
って
進
め
て
い
る
。

す
で
に
導
入
し
てい
る
学
校
も

あ
る
が
、
今
年
度
か
ら
中
学

校
区
の
ま
と
ま
り
で
導
入
を

決
定
し
た
学
校
も
あ
る
。
従

来
の
男
女
別
名
簿
と
の
使
い
分

け
や
関
連
す
る
取
組
を
検
討

し
な
が
ら
進
め
てい
く
方
向
性

が
あ
る
の
で
、
教
育
委
員
会

と
し
て
も
支
援
し
てい
く
。

全
て
の
小
中
学
校
で

オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
の
充
実
を

防
災
と
福
祉
分
野
の

横
断
的
な
連
携
の
提
案

困
窮
年
金
生
活
者
への
支
援
を

全
て
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

　
国
民
健
康
保
険
税
の
均
等
割
の

全
額
免
除
を

男
女
共
同
参
画
を

定
着
す
る
社
会
に
す
る
た
め
に

保
健
所
の
設
置
に
向
け
て

計
画
的
に
検
討
を
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至誠自民
クラブ

谷口　雅典

日本共産党
城下　師子

立憲民主党・
無所属の会
長岡　恵子

公明党
川辺　浩直

自由民主党・
無所属の会
入沢　豊

Ｑ
市
外
への
転
出
抑
制
の

た
め
、
地
方
か
ら
首
都
圏
の

大
学
に
通
う
学
生
に
通
学

費
の
補
助
を
行
って
い
る
自

治
体
が
あ
る
。
所
沢
市
への

定
住
促
進
の
施
策
の
一
つ
と

し
て
、
市
内
の
大
学
に
通
う

市
内
在
住
の
学
生
に
通
学

費
の
補
助
を
行
い
、
若
い
世

代
の
流
入
を
促
す
取
組
を

検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

A
大
学
生
を
対
象
と
し

た
定
期
券
補
助
事
業
を
定

住
促
進
の
施
策
と
し
て
実
施

し
て
い
る
自
治
体
は
あ
る
が

大
学
の
設
置
状
況
、
鉄
道

路
線
の
整
備
や
利
用
状
況
、

各
自
治
体
の
特
性
に
基
づ
き

導
入
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
ず
は
実
施
し
て
い

る
自
治
体
の
状
況
を
把
握
し

て
、
本
市
に
と
って
効
果
が

あ
る
も
の
か
ど
う
か
検
証
し

てい
く
。

Ｑ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実
現

に
向
け
て
、
市
独
自
の
施
策

の
拡
充
に
対
す
る
見
解
は
。

A
市
と
し
て
も
、
家
庭

や
事
業
者
、
自
治
会
・
町
内

会
を
対
象
と
し
た
ス
マ
ー
ト

ハ
ウ
ス
化
推
進
補
助
事
業
を

実
施
し
、
太
陽
光
発
電
な

ど
の
導
入
促
進
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
家
庭
向
け
と
し

て
蓄
電
池
や
電
気
自
動
車
、

住
宅
の
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
な

ど
幅
広
い
補
助
項
目
と
す
る

と
と
も
に
、
事
業
者
向
け
と

し
て
太
陽
光
発
電
の
ほ
か
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
ソ
ー
ラ

ー
シ
ェア
リ
ン
グ　
に
手
厚

い
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
令

和
4
年
度
は
、
地
域
の
脱

炭
素
化
の
さ
ら
な
る
推
進
を

図
る
た
め
、
内
容
の
充
実

と
予
算
額
の
増
額
を
行
って

い
る
。
引
き
続
き
、
地
域
の

脱
炭
素
化
に
向
け
て
様
々
な

取
組
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ
勉
強
に
関
心
の
あ
る
不

登
校
の
児
童
生
徒
に
、
教
職

員
、
I
C
T
支
援
員
、
教
育

相
談
員
が
連
携
し
、
I
C
T

機
器
を
活
用
し
た
教
育
支
援

を
検
討
し
て
ほ
し
い
と
考
え

る
が
。

A
不
登
校
児
童
生
徒
の

支
援
に
つ
い
て
は
、
各
学
校

で
児
童
生
徒
が
不
登
校
に
な

っ
た
き
っか
け
や
要
因
を
把

握
し
、
教
育
相
談
室
な
ど

の
関
係
機
関
と
連
携
し
、

支
援
方
針
や
支
援
方
法
を

定
め
て
、
状
況
の
改
善
に
努

め
て
い
る
。
今
後
も
不
登
校

児
童
生
徒
の
状
況
の
改
善
に

向
け
て
、
一
人
ひ
と
り
の
状

況
を
的
確
に
把
握
し
、

I
C
T
機
器
の
活
用
を
含

め
た
支
援
方
法
が
児
童
生

徒
に
と
って
有
効
か
を
見
極

め
、
学
校
と
保
護
者
、
関

係
機
関
が
連
携
し
、
社
会

的
自
立
に
向
け
た
支
援
を
着

実
に
進
め
てい
く
。

Ｑ
令
和
3
年
12
月
定
例
会

で
、学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
再
整

備
事
業
契
約
締
結
の
議
案
に

太
陽
光
発
電
を
設
置
す
べ
き

と
い
う
観
点
か
ら
質
疑
し
た

が
、新
た
に
建
設
さ
れ
る
学
校

給
食
セ
ン
タ
ーへの
太
陽
光
発

電
設
置
に
関
し
て
は
、そ
の
後

ど
の
よ
う
な
動
き
に
な
って
い

る
の
か
。

A
（
仮
称
）第
2
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
当
た

り
、
太
陽
光
発
電
の
設
置
に

つい
て
は
、
事
業
選
定
委
員

会
か
ら
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
を
求
め
る
審
査
講

評
や
、
本
市
が
2
0
5
0
年

ま
で
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

と
な
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
勘
案
し
、
関

係
課
や
事
業
者
と
契
約
金
額

の
中
で
、
予
算
の
範
囲
内
で

対
応
で
き
る
こ
と
、
何
を
ど

こ
ま
で
で
き
る
か
と
い
う
こ

と
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

協
議
し
てい
る
。

Ｑ
ワ
ル
ツ
所
沢
な
ど
の
駅

前
施
設
に
図
書
館
な
ど
の
公

共
施
設
を
集
約
す
る
こ
と
を

検
討
す
べき
だ
と
考
え
る
が
。

A
駅
前
施
設
に
公
共
施

設
を
集
約
す
る
こ
と
に
よ
り

駅
前
と
い
う
便
利
な
場
所
で

複
数
の
公
的
機
能
が
提
供
で

き
る
こ
と
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
も
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
一
方
で
、
地
方

都
市
で
は
、
安
定
し
た
財
源

確
保
の
方
策
と
し
て
、
市
民

か
ら
の
要
請
と
い
う
よ
り
は

床
ス
ペ
ー
ス
を
埋
め
る
た
め

に
公
共
施
設
を
入
れ
る
こ
と

が
要
請
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
駅
前
市

街
地
の
末
期
症
状
と
も
重
な

る
。
駅
前
施
設
への
公
共
施

設
の
集
約
化
に
つ
い
て
は

総
合
的
に
勘
案
し
た
上
で
判

断
す
る
も
の
と
考
え
てい
る
。

駅
前
施
設
に

公
共
施
設
の
集
約
化
を

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実
現
に
向
け
て

市
独
自
の
施
策
の
拡
充
を

学
生
の
定
住
化
を
促
進
す
る
た
め

通
学
費
の
補
助
を

（
仮
称
）第
2
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

太
陽
光
発
電
の
設
置
を

（
議
案
第
11
号
）

I
C
T
支
援
員
導
入
事
業

農地に支柱等を立てて、その上部に設置した太陽光パネルを使って日射量を調節し、太陽光を農業生産と発電とで共有する取組をいいます。

所沢市議会ではオンライン会議システムを活用
した行政視察の受け入れを行っています。

＼日本全国どこからでも／

オンライン視察を受け入れています！
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参考人 参考人

誰もが暮らしやすい社会へ

1/18

ＫＥＹＷＯＲＤ

健康
福祉

障害のある人が誤解や偏見によって社会参加を妨げられるというような障壁を取り除き、障害のあるなしに
関わらず、地域で自立して生活できる「共生社会」の実現を目指します。

条例の基本理念に「障害者に対する理解を
深める」という項目がある。
私たちが何を求めているのかを本人に聞く
ことも大事にしてほしい。

普段から合理的配慮という感覚を持てるように職員に根付かせて
いくことが一番大事だと思う。今後の市職員の基本的な心の部分、
ポリシーの部分の課題や取組を行う必要があると思うが見解は。

職員一人ひとりが障害者への配慮の意識を常に持てるよう様々な
形で繰り返し周知し、部署関係なく共有するように対応していま
す。研修は職員課で計画的に行っており、今年度からは障害福祉
課と共催で進めています。

　令和4年6月定例会より、
本会議のライブ中継で字幕
表示をご覧いただけます。
　ライブ映像の下部にAIを
活用して字幕を表示するもの
で、傍聴席にあるモニター
でも字幕映像を放送します。

障害のある人もない人も共に生きる社会づくり条例

障害児者を守る所沢連合会　会長
楠田　房雄さん

聴覚障害は見た目では分からない障害である。
第一言語は日本手話で、補助的に日本語対応
手話を使用しており、コミュニケーション上
の障壁があるが、皆さんと同じ情報を得たい。

所沢市聴覚障害者協会　代表
仲　重夫さん

問

答

ギ カ イ レポート

News 情報格差をなくすために

字幕表示、始めます
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子どもたちに実りある学校生活を

1/26

2/5

ＫＥＹＷＯＲＤ

市民
文教

子どもたちを誰一人取り残さないために政策
討論

18歳未満の全ての児童の人権の尊重、保護の促進を目的にしています。児童生徒の人権に十分配慮し、一人
ひとりを大切にした教育が求められています。

教育の中でもう少し自由度があってもよいと感じるが、
学校が楽しい場であるかどうかについて、子どもたち
の思いをくみ取る取組はあるのか。

各学校で学校生活アンケートを定期的に行っています。
その中で、学校生活の充実度を自己評価する項目は必
ず設定されています。子どもたちが楽しく通えるのが
学校だと思うので、今できることは何かということを
常に考えています。

コロナ禍において深
刻化する児童虐待。
子どもを救うため社
会がやるべきことは？

コロナ禍での学校
授業、誰一人取り
残さない学びの保
障を

経済的に困った子
育て世帯の方の誰
もが、辿り着ける
仕組み作りを

清水康平さん（市民団体「子ども地域ネットワーク所沢」）、小出愛菜さん（一
般社団法人　we Re：Act）、菊地菜々美さん（所沢高校）、所沢高校インター
アクトクラブの皆さんをパネリストに迎え、コロナ禍を経験して感じたことの報告、
議員からは研究テーマの調査報告・問題提起、意見交流を行いました。

お弁当を持参でき
ない子どもたちが
いるという事実

対象者を把握する
システムづくり、
地域力・家族力の
醸成を

児童の権利に関する条約

問

答

末吉美帆子 石原　昂 小林澄子 谷口雅典 村上　浩 越阪部征衛

「コロナ禍の子どもたち～教育と福祉の垣根を越えて～」

テーマ

当日の流れ

座長



第 202 号ところざわ市議会だより

14

開かれた議会を目指して

1/17

ＫＥＹＷＯＲＤ

議会
改革

所沢市議会は、議会と議員の責務を自覚しながら、市民の負託に応えられる議会を目指し、全力で取り
組んでいくことを決意し、平成21年に所沢市議会基本条例を制定しました。

11/8に政策研究審議会へ諮問を
行った「所沢市議会基本条例の一
部改正（案）の妥当性について」
答申を受け取りました。また「高
等教育機関と連携した市の取組の
可能性について」をテーマに意見
交換を行いました。

令和3年4月の発議より協議を重ねてきた議会基本条例の一部
改正（案）がまとまりましたので概要説明や質疑応答を行い
ました。
説明会に参加した皆さんからは「わかりやすくなった」「内容
を充実させて理念に則るよう願います」といったご意見をい
ただきました。

議会基本条例

ココを改正しました! ～新たに定めた3つのポイント～

政策研究審議会

2/5 所沢市議会基本条例の一部を改正する条例（案）の市民説明会

3/25 議会改革に関する特別委員会での審査を終了 今までの協議
内容はコチラ➡

市議会だより199号
P9.ギカイを止めるな!
市議会改革中!!➡

市民の多様性を尊重し、SDGsの
「誰一人取り残さない」という理念
を踏まえ、市民に分かりやすい議
会運営を行うよう努めます。

議会の活動や運営に関し、市民
から聴取した意見を議会活動に反
映させるため、議会モニターを設
置できることとしました。

災害の発生や感染症のまん延等、
議員が集まることが難しい場合、
オンラインシステム等の情報通信
技術を積極的に活用し、議会活
動の継続を図ります。

議会の活動原則 議会モニター制度 災害時における議会の活動
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＼皆さんの声、受け止めます／

議会報告会 開催!!

平井明美

谷口雅典

石原　昂

西沢一郎

植竹成年

中　毅志

石本亮三

浅野美恵子

5／18
（水）
19：00

小林澄子

島田一隆

長岡恵子

杉田忠彦

大石健一

福原浩昭

粕谷不二夫

中村　太

5／21
（土）
13：30

開催場所 市役所3階　全員協議会室
参加方法 事前申込みは不要です。
 直接会場にお越しください。
手話通訳あり

3月定例会の報告
市政全般に関する意見交換

最新の情報はHPを
ご確認ください。
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と
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ろ
ざ
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議
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ところざわ市議会だよりは2月、5月、8月、11月の15日に発行。戸別配布でお届けしています。
配布のお問い合わせは、所沢市シルバー人材センター　☎2928-8695　FAX2924-0630　まで。

　

様
々
な
門
出
に

彩
を
添
え
、
舞
う

花
び
ら
に
も
風
情

が
あ
る
桜
。
春
は
、

人
生
の
節
目
と
な
る
場
が
多
く
気
兼

ね
な
く
参
加
で
き
る
日
を
心
待
ち
に
。

（
亀
山
）

　

春
と
い
う
と
桜
や
新
緑
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
人
が
多
い
と
思
う
が
花
粉
症

の
ひ
ど
い
私
に
と
って
一
番
憂
鬱
な

季
節
が
や
って
き
た
。
早
く
夏
に
な

って
ほ
し
い
。　
　
　
　　
　
（
青
木
）

　

こ
の
綺
麗
な
桜
、
あ
と
何
回
見

ら
れ
る
か
な
ぁ〜
と
、
桜
探
検
を
始

め
て
約
5
年
。
河
津
桜
、
安
行
寒

桜
、
寒
緋
桜
と
チ
ョッ
ピ
リ
詳
し
く

なった
私
で
す
。　　
　
　
　
（
谷
口
）

広
聴
広
報
委
員
会

　
◎
谷
口　
雅
典　
〇
小
林　
澄
子

　
　
天
野　
　
敦　
　
佐
野　
允
彦

　
　
平
井　
明
美　
　
末
吉
美
帆
子

　
　
大
石　
健
一　
　
亀
山　
恭
子

　
　
青
木　
利
幸　
　
福
原　
浩
昭

　
　
越
阪
部
征
衛　
　
浅
野
美
恵
子

　
◎
…
委
員
長　
〇
…
副
委
員
長

議員たちの・・・

発
行
…
所
沢
市
議
会
／
編
集
…
広
聴
広
報
委
員
会

連
絡
先
…
議
会
事
務
局
（
0
4‐2
9
9
8‐9
2
5
6
）

〒
3
5
9‐8
5
0
1　
埼
玉
県
所
沢
市
並
木
一
丁
目
1
番
地
の
1

春

　
所
沢
市
の
イ
メ
ー
ジマスコット「
トコ
ろ
ん
」

の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
、「
ト
コ
ろ
ん
の
お
姉
さ

ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
てい
る
。「
と
こ
と
こ

タ
ワ
ー
祭
り
」
や
「
市
民
フェス
テ
ィバル
」
な

ど
の
市
内
イ
ベン
ト
に
留
ま
ら
ず
、
羽
生
市
で

開
催
さ
れ
た
「
世
界
キ
ャラ
ク
タ
ー
さ
みっと
」

への
参
加
経
験
も
あ
り
、
ト
コ
ろ
ん
と
一
緒
に

所
沢
市
の
魅
力
の
発
信
に
尽
力
し
てい
る
。

■
ト
コ
ろ
ん
の
お
姉
さ
ん
を
始
め
た
き

っか
け
は

　
ア
イ
ド
ル
活
動
を
始
め
た
頃
、
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ナ
ー
と
し
て
所
沢
で
活
動
し

た
い
と
常
に
思
って
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

と
き
に
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
で
いつ
も
ト
コ

ろ
ん
の
ポ
ロシ
ャツ
を
着
て
い
た
お
客
さ

ん
か
ら
「
ト
コ
ろ
ん
と
一
緒
に
所
沢
を

盛
り
上
げ
て
み
な
い
?
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
が

き
っか
け
で
市
の
イ
ベン
ト
な
ど
に
も
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
、「
ト
コ
ろ
ん
の
お

姉
さ
ん
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

■
活
動
内
容
は

　
市
の
イ
ベン
ト
や
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
集

ま
る
イ
ベン
ト
で
、
ト
コ
ろ
ん
は
話
さ

な
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
の
で
、

そ
の
と
き
は
私
が
ト
コ
ろ
ん
の
気
持
ち

を
読
み
取
って
、
声
を
か
け
て
く
れ
た

人
と
会
話
を
し
な
が
ら
所
沢
に
興
味
を

持
って
も
ら
え
る
よ
う
P
R
活
動
を
し

てい
ま
す
。

■
所
沢
の
好
き
な
と
こ
ろ
は

　
西
武
ド
ー
ム（
現
：ベル
ー
ナ
ド
ー
ム
）

は
小
さ
い
頃
か
ら
よ
く
行
く
一
番
好
き

な
場
所
で
す
。

　
狭
山
丘
陵
も
好
き
で
す
。
特
に
木
の

間
か
ら
抜
け
る
光
や
、
霧
が
出
て
い
る

と
き
の
少
し
霞
ん
だ
光
の
感
じ
は
魅
力

的
だ
と
思
い
ま
す
。

　
八
国
山
も
よ
く
散
歩
し
ま
す
ね
。
愛

犬
が
は
し
ゃい
で
落
ち
葉
を
ガ
サ
ガ
サ
と

踏
み
し
め
てい
る
姿
に
和
ん
で
い
ま
す
。

■
今
後
の
目
標
は

　
全
国
を
ト
コ
ろ
ん
と
一
緒
に
回
り
た

い
と
い
う
の
が
一
番
の
目
標
で
す
。
全

国
各
地
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
同
士
が
遊
ん

で
い
る
姿
を
見
て
、
子
ど
も
た
ち
は
も

ち
ろ
ん
、
た
く
さ
ん
の
人
に
笑
顔
に
な

って
も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
ん
な
中
で
ト

コ
ろ
ん
と
一
緒
に
所
沢
に
興
味
を
も
っ

て
く
れ
る
人
が
増
え
て
く
れ
る
と
嬉
し

い
で
す
。

所沢市議会

№202
所
沢
市
在
住
。

大
学
卒
業
後
、
独
立
行
政
法
人　

水
資
源
機
構
に
入
社
。
社
会
科
見

学
の
子
ど
も
た
ち
に
施
設
の
説
明

を
し
てい
く
中
で
、
人
に
伝
え
る
技

を
磨
く
た
め
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
の
勉
強
を
し
た
い
と
思
い
退
社
し
、

専
門
学
校
へ
入
学
。
現
在
は
女

優
・
タ
レン
ト
と
し
て
活
動
し
な
が

ら
、
所
沢
市
ま
ち
づ
く
り
観
光
協

会
の
職
員
と
し
て
よ
り
一
層
所
沢

市
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
奮
闘
中
。

宗
像 

茜
衣
さ
ん

む
な
か
た

あ　
い

所沢から
輝け！！ I N T E R V I E W 　No.26

所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝く人たちをご紹介

次の定例会は　6月7日（火曜）から開催予定です。

知って
ほ
し
い
!

　
　
　
　
私
の
愛
す
る
所
沢


